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入
る

と
仏
教
の

本
地
−

垂
迹
の

コ

ス

モ

ロ

ジ

ー
に

組
み

込
ま
れ

て

合
理

的

性
格
を
強
め
、

彼
岸
の

仏
の

垂
迹
同

救
済
者
と

し

て

の

性
格
を

強
め

て

い

く
。

　

中
世
ま

で

は

神
に

な
る

こ

と

の

で

き
る

入
物
は
、

生
前
に

特
別
の

地
位

に

あ
っ

た

り
、

あ
る
い

は

大
衆
に

強
い

印
象
を
残
し

た
り

し
た
人
々

だ

っ

た
。

そ

れ

に

対
し

て、

近

世
に

な

る

と

は
じ
め

て
］

般
人
が

カ

ミ

と

な

る

信
仰
が

登

場
す

る
。

各
地
に

残
る

人
柱
伝
承
や

義
民
伝
承
は

、

み

ず
か

ら

の

意
志
に

よ
っ

て

身
を

犠
牲
に

し

た
人
物
を
カ

ミ

と

し

て

顕
彰
す
る

シ

ス

テ

ム

で

あ
り

、

中
世
の

御
霊

信
仰
と
は

は

っ

き

り
と

し
た

断
絶
が

あ
っ

た
。

湯
殿
山
な
ど
の

即
身
仏
信
仰
も
同
様
だ
っ

た
。

　

そ

う
し

た
時
代
風
潮
の

な

か

で、

国
学
や

垂

加
神
道
の

学

者
た

ち

は
、

仏

教
・

朱
子
学
い

ず
れ
の

教
説
と
も

異
な

る
、

日

本
固
有
の

世
界
観
に

立

脚
す
る

独
自
の

安
心

論
の

構
築
を
め

ざ
し

た
。

そ

の

結
果
誕
生
し
た

教
説

が
、

生

前
に

神
と

し
て

の

天

皇
に

忠
誠
を

尽
く

す
こ

と

に

よ

っ

て、

死
後

は

自
身
も

神
と

な

っ

て
八

百
万
の

神
の

末
席
に

列
な

り
、

永
く

国
土
と

天

皇
を
守
護
す
る

こ

と

が

で

き
る

と

い

う
主
張
だ
っ

た
。

忠
君
の

霊
魂
が

天

皇
の

藩
屏
と

な

っ

て

永
遠
に

こ

の

国
土
に

留
ま
る

と
す
る
、

招
魂
社
を

経

て

靖
国
の

論
理
ま
で

直
結
す
る

論
理
が

、

こ

こ

に

よ
う
や
く

成
立
す
る

の

で

あ
る

。

石
塔
の

思
想
史

　

−
五

輪
塔
を
中
心
に

ー

松

尾

剛

次

　

本
報
告
の

狙
い

は
、

塔
高
ニ

メ

ー
ト
ル

を

越
え
る
巨
大
五

輪
塔
に

注
目

し
て、

五

輪
塔
が

制
作
さ

れ

た

宗
教
思
想
史
を
明
ら
か

に

す

る

こ

と
に

あ

る。

口

本
中
世
は

、

石
塔
の

世
紀
と

呼
べ

る

ほ

ど
、

数
多
く
の

石
塔
が
建

立
さ

れ
た

。

板
碑、

宝
篋
印
塔、

五

輪
塔
な
ど

が

全

国
各
地
に

制
作
さ

れ、

現

在
も

残
存
し

て

い

る
。

と

く
に

、

中
世
末
に

は、

数
多
く
の

小
さ

な

墓
塔
が

制

作
さ

れ

て

い

っ

た
。

　

本
報
告
で

は、

鎌
倉
時
代
後
・

未
期、

す

な

わ

ち

十
三

世
紀
末
か

ら

十

四

世
紀
初
頭
に

制
作
さ

れ
た

五

輪
塔
に

注
目
す
る

。

近

年、

中
世
考
古
学

研
究
の

深
ま

り
に

と

も

な
い
、

全

国
の

石
塔
が

収
集
さ

れ、

そ
れ
ら

を
制

作
し

た

職
入
集
団
（

石
工

集
団
）

、

教

団
と

の

関
係
な

ど

に

つ

い

て

の

研

究
が

大
い

に

進
展
し

て

い

る
。

し

か

し

な

が
ら

、

そ

れ

ら
を
生
み

出
し

た

人
々

の

石

塔
に

託
し

た
思
い

な
ど

、

い

わ

ぽ
石

塔
の

宗
教
思
想
史
に

つ

い

て

は、

近

年
、

千
々

石
到、

菊
池
大

樹、

佐

藤
弘
夫
ら
の

優
れ
た

研
究
が

あ
る

に

し
て

も
、

緒
に

つ

い

た
ば

か

り
と

い

え
よ
う

。

本
報
告
で

は
、

宗

教
思
想
史

研
究
の

素
材
と

し
て

中

世
の

石
塔、

と
く
に

五

輪
石
塔
を

取
り

上
げ
る

。

五

輪
石
塔
と

い

う
の

は
、

石
を
五

つ

積
ん
だ
墓
塔
で

あ
る

。

本

報
告
に

お

い

て、

石
塔
の

中
で

も

五

輪
石
塔
に

注
目
す
る

の

は、

従
来、

佐
藤
弘
夫
の

思

想
史
的
研
究
に

見
ら

れ
る
よ

う
に
、

板
碑
は

注
目
さ

れ

て

き

た

の

に

対
し
て、

五

輪
石
塔
は
、

さ

ほ
ど

注
目
さ
れ

て

こ

な

か
っ

た

か

ら

で

あ
る

。
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中
世
に

お

い

て

五

輪
石

塔
は

、

数
多
く

制
作
さ
れ
た
が、

私
が

注
目
し

た
の

は
、

鎌
倉
後

・

宋
期
（

＝
二

世
紀
末
か

ら
一

四
世
紀
初
頭）

の

塔
高

ニ

メ

ー

ト
ル

以
上
の

巨
大
五

輪
塔
で
あ
る

、

そ

う
し

た
巨
大
五

輪
塔
に

注

目
す
る

の

は
、

以
下
の

理
由
に

よ

る。

ま

ず
、

五

輪
塔
に

は
、

銘
文
が

書

か
れ

て

い

て

も
、

風
化
な
ど
に

よ

っ

て、

摩
滅
し
、

読
め
な

い

も
の

が

多

い

が
、

巨

大
五

輪
塔
の

い

く
つ

か

は、

文
献
史
料
や
五

輪
塔
納
入

物
か

ら、

五

輪
塔
を

建
立
し
た
人
々

の

思
想
な
ど
が

わ
か

る
場
合
も
あ
る

。

　
ま
た

、

そ

う
し

た

巨
大
五

輪
塔
は
、

全

国
に
一

〇
二

点
が

所

在
す
る

。

と

く
に
、

鎌
倉
後

・

末
期
に

制
作
さ

れ
た
五

輪
塔
は
、

数
多
く
（
七
〇

点

ほ

ど
）

残
っ

て

い

る

が
、

花

崗
岩
・

安
山

岩
と
い

っ

た

堅
い

石
を

使
い
、

西

大
寺
様
式
と

い

う
特
有
の

形
式
を
備
え
て

い

る
の

が

多
い

。

以
上
の

よ

う
な
理

由
か

ら
、

鎌
倉
後
・

末
期
の

ニ

メ

ー
ト
ル

を

越
え

る

巨
大
五
輪
塔

に

注
目
す
る

。

　
さ

て
、

そ

の

時
期
の

巨
大
五

輪
塔
に

注

目
す
る

と
、

そ

れ

ら

の

多
く
が

中
世
律
宗
教
団
の

手
に

な
る

も
の

で

あ
る
こ

と
に

気
づ

く
。

す
な

わ
ち、

大
部
分
が、

考
古
学
の

方
で

い

う
、

い

わ
ゆ
る

西
大
寺
様
式
の

五

輪
塔
な

の

で

あ
る

。

そ

の

様
式
の

形
態

的
特
徴
と

は、

以
下
の

六

点
で

あ
る

。

 

空
・

風
輪
が

大
き

い
、

 
側

面
か

ら

見
た

と
き

地
輪
・

水
輪
・

火
輪
の

端

が

縦
に
【

直
線
に

並
ぶ

、

 
火

輪
軒
端
の

反
り
が

強
い
、

 
空

輪
の

幅
が

ほ
ぼ
そ
ろ

い
、

丸
み

を
持
っ

た
宝

珠
形
を
呈
し、

縦
長
に

な
ら

な

い
、

 

火

輪
軒
厚
が
比

較
的
厚
い
、

 
水
輪
最
大
径
が

中
央
付
近
に

位
置
す
る

。

　
私
は
、

巨
大
五

輪
塔

（

調
査
で

き

た

の

は

五

九

例
）

の

水

輪
に

注

目

し、

画
像
処
理
を

す
る

と
、

各
々

、

巨
大
五

輪
塔
の

水
輪
が

重
な
る

も

の

が

あ
り

、

そ

れ

ら

が

三

系
統
に

分
類
で
き
る
こ

と

を

見
い

だ
し

た
。

い

ず

れ

も、

西

大
寺
末
寺
の

律
宗

教
団
の

手
に

な
る

と

考
え

ら

れ

る。

そ
こ

で
、

律
宗
教
団
石
塔
の

建
立
思

想
を

検
討
し

て

み

た
。

五

輪
塔
の

地
輪
下

か

ら

発
掘
さ

れ
た

骨
蔵
器
の

銘
文
な
ど

を

分
析
し

て

み

る

と
、

す

な
わ

ち
、

律
宗

教
団
は

、

弥
勒
信
仰
に

基
づ

い

て

五

輪
塔
を

制
作
し
て

い

た
。

弥
勒
仏
は
、

都
卒
天
で

修
行
中
で
、

釈
迦
の

死
後
の

五

六

億
七
千
万

年
後

に
、

こ

の

世
に

下
生
し

、

三

度
説
法
し、

人
々

を

救
済
す
る

と

信
じ
ら
れ

て

い

た
。

律
宗
教
団
は

、

そ
う
し

た

弥
勒
信

仰
に

基
づ

き
、

弥
勒
下
生
の

時
ま

で

持
つ

よ

う
に

、

堅
い

花
崗
岩
・

安
山

岩
製
の

石

塔
を

制
作
し、

銅

製
の

骨
蔵
器
に

火

葬
骨
を

収
め

た
。

そ
れ
ゆ
え、

五
輪
塔
の

下
の

火
葬
骨

と

と

も
に
、

死

者
の

霊

魂
は

眠
っ

て

い

る

こ

と

に

な
る

。

こ

う
し
た

考
え

は
、

現
在
の

我
々

の、

墓
の

下
に

眠
る
死
者
の

霊
と
い

う
考
え
と

繋
が

る

も
の

で

あ

る
と

い

え
よ

う
。

実
験
動
物
供
養
の

起
こ

り
と

展
開
に

つ

い

て

岡

　
田

　
真

美

子

　

故

中
村
元

博
士
は

『

日

本
人
の

思

惟
方
法
』

の

な

か

で

＝
日

本
で

は
）

最
も
進
ん
で

い

る

医
学
者
た

ち
で

さ

え
も、

実
験
の

た
め
に

殺
し
た

動
物

の

た
め

に

慰
霊
祭
を

行
な

う
。

西

洋
に

は

こ

う
い

う

習
俗
は

存
在
し
な

い
」

と
述
べ

て

い

る
。

基
盤

研
究
（

B
）
「

「

供
養
の

文
化
」

の

比

較
研

究

を

通
し
て

み

る
「

死
」

の

表
象
の

形
成

過
程
と

そ

の

現
代
的
変
容
」

の

中
村
生
雄
研

究
代
表
（
当

時）

は
、

こ

の

よ

う
な

実
験
動

物
供
養
の

起

こ

り
と

展

開
を

探
索
す

る

こ

と

を

連
携
研
究

者
岡
田
に

依

頼
し、

合
わ

せ

て

韓
国
の

実
験

動
物

供
養
の

研
究
者
と

し

て

知
ら
れ

て

い

た

国

ぎ
嘆
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